
家民世近の県知貝滋

調査 ・研究の経緯平成7年度から 3ヶ年計画で、滋賀

県近世民家調査をおこなっている。滋賀県の近世民家に

関する先行研究としてはr滋賀県緊急民家調査J (滋賀県

教育委員会、昭和41-43年)があるが、おもに近世中期

までの民家を対象とした調査報告であり、近世末期、あ Eがモザイ ク状に入り交じる複雑な支配をうけた。「近江

るいは近世の伝統守鮮明に継承した近代初期の遺構につ 石l様J (文政6年)は、近江84万石を248家が分けあう様

いてはとりあげられていなし、。また、近年の都市化の逃 子を伝えている。一方、滋賀県は近畿と束海 ・北陸を結

行や生活様式の変化により、 滋賀県でも近世民家の遺構 ぶ交通の要地でもある。東海道 ・中山道 ・北国街道 ・西

は急速に減少して きている。このような現状を踏まえて、 近江路などの街道が整備され、琵琶湖の水運は沿岸各地

全県下での調査が、県教育委員会により再度企画された。 を密接に結びつけた。さらには近江商人の活躍により物

調査委員会は奈文研の建造物研究室を中心に、室谷誠一 資 ・情報の伝達は活発で、封建的閉鎖性とは無品柔な土地

(福井工業大学教授)、吉見静子(岐阜女子大学教授)、山 柄であった といえる。

岸常人 (京都大学助教授)の各氏を迎えて構成された。 このような地域的特性は、民家の様態に大きな影響を

また、委員長は建造物研究室長がこれにあたる。 及ぼしてい る。 地方ごとの特色に、周辺地域との交流の

平成7年度は市町村主体の一次調査(所在制査)を実 影響が複雑に組みあわさって、多様な形態をみせるのが

施し、 50市町村で805件2095棟がリストアップされた。こ 滋賀県の民家といえる。 ここでは平成8年度の 2次調査

れをも tに、委員会で2次調査(詳細調査)対象を選ぴ 対象から、特徴的な建物事例の概要を報告する。

だし、13町の50件63棟について、調書作成、史料収集、 西浅井町・ HT家住宅 入母屋造、茅耳、妻入の小規模

聞き取り、平商実i!lll、断而実i!lll、敷地内配置、写真撒影 民家である。三和土仕上の土問、 ニュウジ(モミガラ ・

などをお こ なった。平成 8 年度は、 36市町村の112í~:1l9 ムシ ロ敷の土座)のダイドコ口、床上の座敷 ・寝間と い

棟について、5回に分けて 2次調査を実施した。各回の う古い空間構成をのこす。 この家の土聞は下足では決し

日程と対象地域そ表に示す。 て入らず、掃除は雑巾掛け、日常はメザラ(竹質子)で

近世の滋賀 滋賀県は周囲を山地に囲まれ、而税の6分 わたる。湖北地方東部を代表する余呉型の発展形と位置

の 1を占める琵琶湖がその中央にあって、湖北 ・治JJ京・ づけられるが、食い違いの平田ゃ、土問上に掛けた十文

湖南・湖西の 4地方に分ける。近世には初IJ*の彦根務の 字梁の交点に柱を立てるのは、越前地方の影響である。

他に大穂はなく、幕府領 ・他国大名傾 ・旗本領 ・寺領な 創建を示す資料はないが、 19世紀前半の遺構であろう。

日程 対象市町村と2)欠謁査件数

7/22-26 彦愛知般川市町71フk1t原1郷寺町田T13 6愛p良東町開T32 2F湖!~東~J町2l 米淡原荘町園4T4 

8/5-9 長虎浜縦町市26 湖山北}1~町町42 マ伊キ吹ノ町HTl3浅今井津町田T23 西新i旭主弁町H3I3 

9/9 -13 i大Ei川1¥町市93 草~1j津f;iJ 市田T22 朽守木山村市32 志賀町4 信楽町2 '!，i. 

10/21-23 八日市市l 安土町5 蒲生町3 日野田T5

11/18-20 近江八幡市4 中主町3 Jï.側~.t~T3 能登川町4

西浅井 .HT家土問 ・ニユウジ療の竃・炉 西浅井 .HT家平函 1・300

今津 ・YF家平面 1: 30日
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長浜'Y8家平面 1: 300 
朽木 .81家座敷 朽木 .81家平面 1: 300 ' 

長浜 ・Y8家座敷 ・仏間焼に立つ柱 近江八儲 'YI家断面 1・200

さき津町・YF家住宅 入母屋近、 ヨF耳(鉄板被せ)、平入 あり、山越えで京都府美山町に主る。f}'7皮地方の山村民

の建物で、湖北地方i!!i部を代表する大ilIf型の典型例てあ 家とのJj診響限l係をうかがわせるよ立構である。

る。王平IZ商lはま桁行行.方向に 3分訓し、首前iifJ側Jl則則llJリ全而にj通邑しfたJ土11附i日川IJ 近江八幡市 .YI家住宅 旬切j必

のl中4ヤt央音部11を入口tする。居室は 2手列lリJx 3室てて、 北宕[手カか‘ら てて、「哨耐耐;t民;構情造」の伝j示Kカがfある。11山j日川lリl口6.511間i日川iりL、奥A行行'8.51附間百問!に

座敷t寝H司、デイ、ダイドコロとならぶ。詰iH!lIJの土11:1li 述する大規模な主I!物であるが、セイの訂j~、差物ぞ多用し、

入口左手を食堂、右手を寝室とするために床を張った。 二階j末品11の大引・ -tH太で閉めることによ って、剛性をお

ダイド コロ奥む作業FlJの土IIlJであった。明治1'1'朋の移築 めている。 また、土Illj境では内法以上の壁に半間ごtに

と伝えられ、前身建物は191止紀中頃の自l民主であろう。*を立て、 tJ:を多用する綴・子 もみられる。食い違いの平

長浜市.Y5家住宅 中世に遡る歴史そもつ土豪の屋敷 而も建物の変形を減じようとしたのであろうか。克政6

である。敷地外周には土星 ・泌が残 り、敷地内に 自家の 年 (1794)の棟札が残るが、諸室の12:匠はこれより新し

菩提寺をもっ。入母屋j造宣、 3荒1正E主耳下l、平人の主屋は、数l皮文の 〈仁、小届組にも l改次出i造主の痕跡カがfある。創控lはまl凶81世l立l

改修を含?受受'1け?ているカがf、床上J屈苗室部の lι中‘-1-ヤ|トド白-1央棟j通邑りに、 1日11川in川lJ 1凶91世止紀 IjドI ~誕従に改1修彦を受けた泣h構V昨』とみるペきてて.ああろう 。

おきに柱を建てる古い形式が確認された(上図参照)。当 おわりに 平成 7-8年度の 2ヶ年で、162件の詳紺|調査

初平田は主主形六間取に復原される。削越を示す資料はな そおこなった。対象とした主lt物の大半は良好に維持きれ

いが、 18世紀前半に遡りうる泣桃ーである。 ており、往時の姿と生活様式をよく伝えている。江戸時

朽木村・ 51家住宅 毛布・棟造、ヨ戸川、平入の建物で、食 代中期に遡る可能性のある遺構む発見され、 予想以上の

速いの四i[lj取平而~もつ。座敷は市 L、根太天井て\内法 成果が1~1' られた。 また民'ぶを現代生活に迎合させるため

以上そ 2段の賞をみせた板壁とする独特の芯;匠である。 の工夫が随所にみられ、民家遺構の将米を考える上て.tt

ナンド(寝間)は当初 3:¥守':2室てタeイドコロ(Jllj;/)'ら人る 屯な情報が収集てきたものと考えている。一方、調査後

が、 1.51:.ljの両端半間を板戸、中央半川を板壁とする特徴 に解体された処物があった ことは技念である。 1次調査

ある「納戸構え」に復原される。年代を示す資料はない の 21IIj t いう限られた件数の調査ではあるが、滋賀県に

が、集落内の同形式の建物(文政年I:J-j) との比較から19 おける近|止民家の多様な展開をみる ことができた。 この

世紀初頭の創建と考えられる。県内他地域には類例 をみ 「多縁側: J を、平而 ・構造の ~Ijj而から系統立てて理解して

ないが、平商形式は京都府の「北山型」に属する。ただ いく作業が、今後のÑU~姐となるであろう 。平成 9 年度は

し小屋構造は叉首組で、 北山型に特徴的なオダチ ・トリ flll足調査とテーマ別調子tをおこない、年度末には報告書

イ組の形式はtらな L、。朽木村でも最も奥まった集孫に の1:lj行を予定している。 (長尾 充/述浴物研究寝)
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